
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 「水よ輝け」という歌は、平成 3 

年に三島市制 50 周年、（社）三島青 

年会議所創立 30 周年のイメージソン 

グとして、作詞:伊藤アキラ、作曲： 

森田公一により作られたものです。 

 この曲は、今回、三島市街中がせ 

せらぎキャンペーンソングになりま 

した。 

 当日は八木英子さんの軽妙な司会 

のもと、子どもから大人まで９つの 

グループが練習の成果を発表しま 

した。ゲストには、お琴の草間路代さ 

ん、尺八の宮崎青畝さん、ソプラノ 

歌手の遠藤いつ子さんが出演してく 

ださいました。また、遠く山梨県 

から「アンサンブル・レガーロ」の 

皆さんとピアニストの田中夕希子さ 

ンも駆け付けてくださいました。 

 この日は箱根西麓で大根まつりが 

開かれるなど、他の行事もたくさん 

あったようですが、入場者、出演者 

含めて 600 名余の参加となりました。 

 新出幸雄さんデザインのポスター 

の掲示や新聞・ラジオ等メディアに 

よる報道もされ、この歌の存在を広 

く市民に知っていただくことができ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ました。 

 ポスターに掲載させていただいた 

各団体、各社より協賛と後援をいた 

だき、この音楽祭が開催できました 

こ と に － 同 感 謝 し て い ま す 。 

 三島ゆうすい会としては、今後も 

この音楽祭が継続できるよう努力し 

ていきたいと思っています。 

 

   

秋晴れの空のもと、 

「湧水わくわくバスツアー」 

   を開催しました！ 
 

 平成 15 年 10 月 19 日(日)、富士山 

をはじめとする山、森林の自然環境 

とその恵みである湧水を守る大切さ 

を学ぶことを目的に「湧水わくわく 

バスツアー」を開催しました。今回 

のバスツアーには、チラシや新聞記 

事を見て応募した小学生から熟年世 

代までの幅広い層の方々と、同行の 

本会スタッフ、三島市職員の総勢 33 

名が参加しました。 

 当日は、講師である市川浩司さん 

（静岡県環境森林部水利用室水利用 

スタッフ）のご指導で、長泉町の愛 

鷹水神社、富士山・水ヶ塚水源、御 

殿場市の二子水神湧水、二子湧水な 

ど、普段、目にする機会の少ない三 

島市周辺の湧水地を見学しました。 

 各湧水地で水の違いを実感するた 

めに水質パックテストをおこないま 

した。今回のツアーは、湧水のしく 

みや富士山周辺の地下水の現状の話 

を聞き、実際にそれぞれの湧水の水 

温や水質を調べることで、参加者に 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

とって、いっそう興味深いツアーと 

なったようです。 

 参加者からは、「水の大切さを感 

じることができ、楽しく有意義な 1 

日を過ごすことができた」「ぜひま 

た企画して欲しい」などの声があがっ 

ていました。  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ゆ う す い 
『2003「水よ輝け」音楽祭』が開かれました！ 

平成 15 年 12 月 7 日（日）、『2003 水よ輝け音楽祭』

が、水よ輝け音楽祭実行委員会（含三島ゆうすい会）

三島市の主催により、三島市民文化会館大ホールで

開催されました。 

△水よ輝け♪♪♪各出場グループの美し

いハーモニーが会場に響きました。 

△当日会場で配布したパンフレット 

△バスツアー参加者の皆さん（富士山・水ヶ塚にて）

△熱心に湧水地を見学する参加者

2004.2.1
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◆南小 3 年生の総合学習に協力 

 平成 15 年 10 月 2 日（木）、三島市 

立南小学校からの依頼を受け、三島 

ゆうすい会の 3 理事（佐伯忠夫、岩 

田重理、大村洋子）が 3 年生の総合 

学習の指導にあたりました。 

 中郷温水池、源兵衛川、三島梅花 

藻の里、白滝公園についてあらかじ 

め質問が出ていましたので、講義と 

実体験に分けて児童と講師が入れ替 

わりながら学習しました。 

 3 年生からは、「中郷温水池にな 

ぜ水を貯めてあるのかわかった。」 

「中郷地区は米を作っていたんだ。」 

「三島梅花藻をはじめて見た。あん 

なに小さいとは知らなかった。」 

「ホタルの幼虫は小さくてあんな形 

だったんだ。」「源兵衛川は、場所 

によって温度が違うんだ。」「源兵 

衛川は町中を流れている川の中で、 

日本一きれいな川だ。」等々、新し 

く見たこと聞いたことについて驚き 

の感想が寄せられました。 

◆錦田小 4 年生の総合学習へ 

 平成 15 年 11 月 26 日（水）、三島市 

立錦田小学校 4 年生からの依頼を受 

け、三島ゆうすい会の秋山峰治事務 

局長と岩田重理理事が総合学習の指 

導にあたりました。 

 この 4 年生は、事前の総合学習で、 

 

 

 

 平成 15 年 12 月 27 日、鏡他の「天水 

尊」をリニューアルしました。もと 

の天水尊の設置は平成 7 年 2 月 11 日。 

古い風呂桶を再利用し会員が手作り 

した天水尊は、三島ゆうすい会とし 

て天水尊モデル設置に初めて取り組 

んだ第 1 号基でした。初設置から約 

9 年が経ち老朽化が進んでいました。 

 新しい天水尊は、500 リットルの 

既製雨水タンクの外側を木製の箱で 

 

 

 

 
 

加須屋真先生や静岡県職員 

の方により、動植物の生態 

や水の循環等について勉強 

していました。 

 「三島ゆうすい会」には、 

「川って何？人々との関わ 

りを通して川（水）を考え 

る」のテーマが与えられました。103 名

の 4 年生を前に、昔の水風景、湧水の 

減少と人々の生活、源兵衛川のドブ川 

から清流への再生、水質パックテスト

等々の話をしました。 

 錦田小学校には、雨水浸透マスお 

よび雨水再利用施設、太陽光発電施 

設等が設置されていることもあって、 

子どもたちは環境問題に、とても関 

心をもっているようです。 

 良好な水辺環境を作り、この子ど 

もたちにバトンタッチするために、 

総合学習を通して三島ゆうすい会の 

思いを子どもたちに伝えていきたい 

と思います。 

 

   源兵衛川の清掃に 

    南中生が参加 

 平成 15 年 12 月 14 日（日）、源兵衛 

川の定期清掃をしていると、三島市 

立南中学校 3 年の男子生徒 2 名が河川 

清掃をしたいとやって来ました。 

源兵衛川の河川清掃については、 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

覆ったもので、1 度に溜められる雨 

水の量も前より多くなりました。役 

目を終えた第 1 号天水尊に代わって、 

今後も市民に雨水利用の大切さをア 

ピールします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

インターネットで知ったということ 

で、そのうちの 1 人からは年賀状も届

きました。高校入試が終わった後の 3 

月には、また源兵衛川の清掃に参加し 

たいとのことです。 

 河川清掃を体験することで、若い 

人たちに美しい川を守る大切さを考 

えてもらえることは、三島ゆうすい 

会にとって大変嬉しいことです。 

 

  東小 4 年生のホタル学習を 

   ラジオで生中継 

 

 平成 15 年 12 月 9 日(火）、総合学習

の一環でホタルについて調べること 

を選択した三島市立東小学校 4 年生 

5 名が、三島ゆうすい会の塚田冷子  

会長宅を訪れました。 

 その日はＳＢＳラジオの“猛烈昼 

下がり・アッパレハレハレ”という 

生中継の番組の出演依頼があり、東 

小学校の子どもたちが一緒にラジオ 

出演することになりました。 

 ホタルの幼虫を見ながら勉強を始 

めました。子どもたちは目がとても 

よく、塚田冷子会長には拡大鏡でも 

見えにくいホタルの尾脚（片方に 5 

つずつ筒状の部分）をしっかり見て 

くれました。 

 ラジオの生中継が始まると、子ど 

もたちと付き添いのお母さんがたも 

乗りがよく、しっかりホタルの不思 

議に感激してくれました。 

 その後、子どもたちは、源兵衛川 

の湧水に寒さを忘れて飛び込み、 

「水が湧いていることを知らなかった」

とまた、大騒ぎ。ＳＢＳの色鉛筆をお

土産にもらい、喜んで 4時ぎりぎりに

学校へ帰っていきました。 

２００４．２．１ ゆうすい NEWS №２０ 

 
子ともを育む、水の環境学習 

△11 月に本会が協力した錦田小 4 年生・103 名の水の学習

鏡池の「天水尊」を 

リニューアル 

△新し＜なった鏡池の「天水尊」

 



 

 

 

 

 三島市ご出身で、平成 15年 11 月 3 日に文化勲章を受 

章された大岡信氏は、三島市名誉市民条例に定める 

ところにより、三島市議会の全会一致の同意を得て、 

2 人目の三島市名誉市民になられました。 

 平成 16 年 1 月 10 日に、「大岡信氏・文化勲章受章・ 

祝賀会」がみしまプラザホテルにて開催されました。 

大岡信氏は、奥様（劇作家・深瀬サキ氏）とご出席 

されました。 

 同祝賀会発起人には、三島ゆうすい会塚田冷子会 

長も、ＮＰＯ法人グラウンドワーク三島緒明實理事 

長とともに名を連ね、三島ゆうすい会関係者と喜び 

を分かち合いました。会場には 200 名が集まり、詩人 

・大岡信氏の言葉に耳を傾けました。 

 大岡信氏は、幼少年時代を過ごした故郷三島と今 

も近い関係にあると前置きをしてから、三島での思 

い出なども話され、自分は紙の上にペンを走らせて 

いるだけの者であると、非常に謙遜されたスピーチ 

をされました。しかし、ペンの力の強さも知ってい 

るので、そのような力を発揮できるよう努力したい 

と結ばれました。 

 塚田冷子会長が祝賀会を代表して花束贈呈をし、 

沼津中学（現沼津東高）友人代表の川村博一氏は、 

お祝いのスピーチの中で、三島ゆうすい会の活動に 

おける大岡信氏の存在の大きさについても述べられ 

ました。 

 参加者には日本短詩型詞華集『折々のうた 三六 

五日』（大岡 信著）が配られましたが、365 作品の 

索引に、父親の大岡博氏の名に連なり大岡信氏の名 

も出ていました。その 310 ページを開けると、ポール 

・エリュアール、大岡信訳とあり、「年をとる そ 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   △大岡信ご夫妻（中央）と三島ゆうすい会メンバー 

 

れはおのれの青春を 歳月の中で組織することだ」 

が掲載されていました。700 行に近い長編のほんの一 

部だそうですが、「ここに含まれる生への洞察に敬 

意を表して」と書かれていました。 

 祝賀会場で、子どもたち（のびるキンダーコーア） 

のコーラスによって歌われたのは、『水よ輝け』の 

歌。水の都・三島の水を守る活動の大切さが、祝賀 

の喜びにわく多くの人々の心に静かにしみこんでい 

くようでした。 

 おめでとうございました。 

＊   ＊   ＊   ＊   ＊   ＊ 

◆大岡 信氏の「故郷の水へのメッセージ」が、 

 “水辺の文学碑”に 

  大岡信氏の文学碑の除幕式が、平成 16 年 3 月 6 日 

（土）10：00 より行われます。場所は桜川沿いに並ぶ 

“水辺の文学碑”の白滝公園寄りです。 

 この文学碑は、三島ライオンズクラブが結成 40 周 

年記念事業の 1 つとして、「宗祇」「小出正吾」の碑 

とともに“水辺の文学碑”の中に新たに設置するも 

ので、碑文には、大岡氏の作品『故郷の水へのメッ 

セージ』から「地表面の七割は水 人体の七割も水 

 われわれの最も深い感情も思想も 水が感じ 水 

が考へてゐるに違いない」の文言が選ばれています。 

 

２００４．２．１ ゆうすい NEWS №２０ 

大岡 信氏（三島ゆうすい会名誉顧問） 

三島市名誉市民となられる 

 ななくさ・なずな～♪ 

  七草粥を食べに行こう！ 

 

 平成 16 年 1 月 7 日（水）、七草粥 

を食べる集いが、三島ゆうすい会 

とふるさとの唄を楽しむ会の主催 

で、塚田神経科医院の中庭で行わ 

れました。 

 塚田冷子会長による七草粥の歴 

史や効能についての話の後、コー 

ラスグループ「アンサンブル・コス 

モス」の美しい歌声を聞きながら

七草粥をいただきました。 

 七草は三ツ谷新田の内藤秀－さ

んご一家から毎年提供していただ

いています。今年は新聞やラジオ

で前もって報道されていたためか、

緒明實名誉会長はじめ 80 名を越

えるほどの参加があり、スタッフ

は嬉しい悲鳴をあげました。 

 お正月で食べすぎ飲みすぎた胃

腸にやさしい七草粥を食べて、日

本の伝統的な食文化を守り続ける 

一石になればと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

△塚田医院の中庭で開催された七草の集い 

 



 

 
 

 

 

 

 

 

  

 

平成 16 年 1 月 17 日（土）、しずお 

か川自慢大賞実行委員会の主催によ 

り、第 3 回しずおか川自慢大賞の会 

が静岡市・グランシップで開催され 

ました。 

 ＮＰＯ市民活動をしている 17 のグ 

ループと静岡県内の小学校 8 校、三 

島市役所（まちづくり部、水と緑の 

課）がそれぞれの川自慢を発表しま 

した。 

 三島ゆうすい会の塚田冷子会長は、 

富 士 山 の 湧 水 と 源 兵 衛 川 の 再 生 

 

 

 

 

 

 

 平成 15 年 10 月 18 日（土）、桜川を 

愛する会では、桜川、白滝公園の湧 

水が流れ込む川岸で、モクズガニを 

放流しました。静岡県栽培漁業セン 

ター（沼津市口野）のご協力により、 

無償で入手したモクズガニです。放 

流後、カニは数分で石垣のわれ目を 

探り、桜川を愛する会会員の見守る 

なかで姿を消していきました。モク 

ズガニは成長すると産卵のため桜川 

から大場川を下り、狩野川河口の汽 

水域（海水と淡水が交わる所）まで 

下り産卵し、再び川をさかのぼると 

 

にいて、涸れたドブ川をいかにして 

清流にしたかを発表しました。 

 今回の川自慢大賞は「大井川みず 

がきネットワーク」が、選考委員特 

別賞は「静岡市立麻機小学校」と 

「富士市立今泉小学校」が受賞しま 

した。三島ゆうすい会は努力賞を受 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

聞いています。 

 桜川を愛する会では、「数年後、 

桜川にモクズガニが子ガニをつれて 

戻ってくることを願って、私たち会 

員は桜川の清掃を続けていきます」 

と話しています。（次回清掃は 3 月 

6 日(土)です。詳しくは下記参照） 

 

賞し、「あなた方の川活動に対して 

会場の全員よりエールを送る」とい 

う賞状をいただきました。子どもた 

ちの活発な活動 

と発表にはとて 

も感動させられ 

ました。 
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第３回しずおか川自慢大賞

  に参加しました 

△モクズガニを放流する桜川を愛する会の皆さん

 

 

【定例活動（作業等）】 

●源兵衛川清掃 

原則として毎月第 2日曜 13：00～ 

3 月 14 日（日）13：00 

水の苑緑地・かわせみ橋集合 

長靴、軍手またはビニール手袋持参 

「源兵衛川を愛する会」とともに 

●桜川清掃 

原則として毎月第 1土曜 10：00～ 

3 月 6 日（土）10：00 

白滝公園集合 

※今回は、小さな親切運動協賛清掃 

です。また、当日、大岡信氏の文 

学碑除幕式のため実際の作業の時 

間は前後します。 

長靴、軍手またはビニール手袋持参 

「桜川を愛する会」とともに 

●三島梅花藻の里保全活動 

原則として毎月第 2日曜 10：00 頃～ 

三島梅花藻の里集合 

長靴、軍手またはビニール手袋、草取り道具 

※三島梅花藻の里作業に皆様の応 

援を！ 

作業の様子はホームページで見てね！ 

★いずれの定例活動も自由参加で 

す。ふるってご参加ください！ 

★雨天時は源兵衛川・桜川清掃、 

三島梅花藻の里作業は原則として 

お休みです。 

【その他の行事】 

●三島ゆうすい会第 1．3回総会 

3 月 7日（日）18：00～ 

会場：みしまプラザホテル 

18：00～総会 

Ⅰ8‥30～特別講演会 参加費無料 

「富士山の湧水」講師：井野盛夫先生 

（富士常葉大学環境防災学部長） 

19：30～交流会 参加費 5,000 円 

【お知らせなど】 

ホームページを順次リニューアル 

します！ホームページ製作やニュー

スレター編集に協力してくださる 

方募集中！事務局へご連絡を。 

【他団体から】 

・遊水匠の会より 

あなたも遊水匠の会で－緒に水車 

を作りませんか？定例活動は原則 

として毎月第 1、第 3日曜 10 時 

から塚田工房にて（住所は三島ゆ 

うすい会事務局と同じ）。 

●会費ご入金（平成15年7月～12月分）

・正会員（敬称略・順不同） 

ユースク（三島市）木内光夫（三島市）

弓場重明（三島市）飯田省司（三島市）

高木正治（三島市）山梨一正（三島市）

川口美津子（三島市） 

☆ありがとうございました！ 

本年度会費の納入については、後日、

あらためてお知らせいたします。 

〈年会費金額〉 

・正会費     3,000 円 

・賛助会費 1口 10,000 円 

 〈お振込み先） 

・郵便振替 0840-4-118192 

 加入者名：三島ゆうすい会 

・静岡銀行三島支店 

 普通預金 №0346532 

・駿河銀行三島セントラル支店 

 普通預金 №572969 

・三島信用金庫西支店 

 普通預金 №1042399 

 口座名：三島ゆうすい会 

     会長 塚田冷子 

今 後 の 予 定 

「桜川を愛する会」
桜川にモクズガ二を放流 

三島ゆうすい会事務局 事務局員は常駐しません。電話の方は留守番電話にメッセージを。e-mail、 Fax でご連絡いただけると助かります。

〒411-0037静岡県三島市泉町5-3 Tel/Fax  055-981-5033 e-mail info●yusui.org   URL http://www.yusui.org  

△会場に展示された三島ゆうすい会のパネル 

 


